様式第２号（表）
概　要　書
	対象住宅
	所在地
	

	
	所有者
	　　　　　　　　　　　　　　
	· 所有者の同意を得ている

	居住者構成
	
	氏　名
	続柄
	
	氏　名
	続柄

	
	１
	
	申込者
	６
	
	

	
	２
	
	
	７
	
	

	
	３
	
	
	８
	
	

	
	４
	
	
	９
	
	

	
	５
	
	
	１０
	
	

	
	※　続柄は、申込者との関係を記入してください。
※　申込者は住宅の所有者または工事の契約者としてください。
※　子供の場合氏名の横に年齢も記載してください。

	改修工事
	区分
	工　事　内　容
	予定工事金額
（見積額）

	
	補助対象
工事
	
	円

	
	補助対象外工事
	
	円

	
	合　計
	円

	補助対象工事費の１／２（最大３０万円）
	円



※裏面の注意事項も確認してください。





様式第２号（裏）
注意事項※　対象住宅　個人が所有し、居住の用に供している市内に所在する一戸建て住宅または床面積の２分の１以上に相当する部分が居住の用に供される併用住宅。ただし、賃貸住宅、給与住宅、別荘等の一時的に使用するものその他これらに類するものを除く。
※　補助対象工事　次の各号のいずれにも該当するものとする。
[bookmark: _Hlk162460179](１)　継続して多世帯同居をするために必要となる次の各号のいずれかに該当する子供部屋を新たに設けるための工事、子供部屋の内装仕上げの変更工事または居間等に子供の居場所を設ける工事
ア　部屋の間取りを変更する工事
イ　部屋の床材、壁材および天井材の張り替え、塗装等の工事
ウ　造り付け家具を設置する工事
エ　建具を取付け、交換、修繕および新設する工事
オ　照明設備（電球または蛍光灯の交換のみの工事を除く。）、コンセント、スイッチ、住宅設備機器（エアコンは除く。）、住宅防災機器等の設置または交換工事
カ　対象工事に伴う部分の解体工事
キ　前各号のほか対象工事を行うために必要となる工事
(２)　補助対象者が施工業者に発注して実施する工事であること。
(３)　対象工事後の当該住宅の延床面積の２分の１以上が居住の用に供されるものであること。
※　申込者と住宅の所有者が違う場合は所有者の同意を得ること。


